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わんぱくひろばにおいでよ♪わんぱくひろばにおいでよ♪わんぱくひろばにおいでよ♪
　この広場は未就学児の親子を対象に、指導員や地域のボ
ランティアさんを中心に身近な場所で「ほっ」とできる交
流の機会や安全な遊び場づくりなど、子育て支援をおこ
なっています。

　社協は、地域で生活をしていくうえでの相談窓口と
して、相談事業を行っています。

※心配ごと相談は、電話でのご相談もお聞きしています。
　　電話番号　愛の郷　　　　　４２－５８４３（直通）
　　　　　　　いきいきセンター３７－８０６３
◎行政相談所　毎月第２水曜日　愛の郷
◎人権相談所　毎月第４水曜日　愛の郷
◎無料法律相談　　７月１９日　愛の郷

愛の郷・いきいきセンターは、土曜日・祝日も開館して
います。町民のみなさまのご利用をお待ちしております。

　この相談所は、職員が町民みなさまの福祉に関する
相談の窓口として、随時、社協の各事務所で開設して
います。匿名での相談もかまいません。

　この相談所は、民生委員児童委員などの相談員さん
が町民みなさまの生活に関するあらゆる相談の窓口と
して開設しています。匿名での相談もかまいません。
　７～９月の開設日は次のとおりです。

ひとりで悩むより
一緒に考えませんか？
ひとりで悩むより
一緒に考えませんか？
ひとりで悩むより
一緒に考えませんか？

福　祉　相　談

内容

co
nt
en
ts 2〜3

4〜7

8

平成28年度 愛荘町社会福祉協議会の取り組み

愛荘町住民意識調査報告

おしらせ

 

お
しらせ

時間 9時～12時 13時～15時曜日

月

水

木

（随時）

心配ごと相談所

開催日時

わんぱくひろば

第１：わんぱくサロン
第 2：わんぱくカフェ
第 3：わんぱくサロン
　　　★お誕生日会
第 4：わんぱくカフェ

【場　所】福祉センター愛の郷
【対象者】就学前の子どもと保護者
【持ち物】水分補給のためのお茶をご持参ください。

①ランチを持ってきて食べることができます。
②わんぱくカフェ：ティータイムに参加される方は　　　
　　　　　　　　飲物代５０円をいただいています。

　★発達相談や育児相談もおこなっています。

　助産師さん…毎月第２木曜日
　　　　　　（赤ちゃんの体重計測できます）

　「ちょっと話を聞いてほしい」
　という方は、受付にてお気軽に
　指導員まで声をお掛けください♪

※上記お問い合わせは、愛の郷（愛知川事務所）までどうぞ。

月 日 時　間 場　所

7 月

8月

9月

　６日（水）
13日（水）
20日（水）
27日（水）
　3日（水）
10日（水）
24日（水）
　7日（水）
14日（水）
21日（水）
28日（水）

愛の郷
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター

13：30
～15：30

香之庄では年５回、誰でも気軽

に集まれる場づくりをされて

います。

女性は手芸、男性は料理などを

して過ごされ、お昼は男性が

作った料理をみんなで食べられています。

地域での 
　　　支え合い 

　　　　　　助け合い

　滋賀県レイカディア大学米原校では、右記の日程で
大学祭を開催します。在学中の37期生（2年生）と38
期生（3年生）の園芸学科・北近江文化学科・健康づく
り学科の熟年学生が大学で学んだ学習成果を発表し
ます。各学科趣向を凝らした来客者へのプレゼントや、
卒業生の地域活動についての展示・発表もあります。

●開催日時
　平成28年7月20日（水）13：00～15：00
　　　　　　　作品展示・実践＆体験コーナー
　　　　　　7月21日（木）10：00～15：00
　　　　　　　作品展示・実践＆体験コーナー
　　　　　　7月22日（金）10：00～15：00
　　　　　　　作品展示・ステージ発表
●開催場所
　滋賀県立文化産業交流会館
●お問い合わせ
　滋賀県レイカディア大学米原校事務局
　☎0749-52-5110

レイカディア大学米原校

大学祭の開催について

元持ボランティア「味菜」さんは、毎月２回、手作りのお弁当を地域の高齢者さ

んに配る活動をされています。地域の高齢者さんの「配食サービスがもっとあ

ればいいなぁ」という声から、外村民生委員さんの声掛けで始められました。

あじさい

※祝日はお休みです。また、暴風警報等が発令された場合もお
休みさせていただきます。
※お誕生日会に参加される方は、11：00までに受付を済まして
いただくようにお願いします。

熊本地震災害義援金募金のご協力について
　４月14日に発生した熊本地震は、熊本県・大分県に大きな被
害が生じており、被災された方々にお見舞いを申し上げます。
　熊本地震義援金募金を６月30日まで社協事務所で受け付け
ておりますのでご協力をお願いします。
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●
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ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
や
活
動
の
場
づ
く
り

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
会
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
助
成
事
業

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
支
援
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
を
更
新
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　
　
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精

神
障
が
い
者
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
お
よ
び
日
常
生
活
に
不
安
な
方
が
、
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

積立資金取崩収入
10,258,000円

その他の収入
313,000円

受取利息配当金
52,000円 分担金支出

14,000円
障害福祉サービス等

事業収入
32,213,000円

就労支援事業収入
3,580,000円

受託金収入
93,953,000円

会費収入
4,600,000円

寄附金収入
200,000円
経常経費補助金収入
6,412,000円

人件費支出
154,432,000円

事務費支出
28,738,000円

事業費支出
27,452,000円

その他活動の支出
4,504,000円

積立資金支出
26,033,000円

助成金支出
5,337,000円

その他支出
183,000円

固定資産取得支出
1,102,000円

就労支援事業支出
3,888,000円

介護保険収入
80,498,000円

事業収入
2,305,000円

予備費支出
101,000円
当期資金収支差額
-17,400,000円

平成28年度 愛荘町社会福祉協議会の取り組み

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
　
低
所
得
世
帯
、
障
が
い
者
ま
た
は
高
齢

者
の
お
ら
れ
る
世
帯
に
対
し
、
資
金
の
貸

付
と
必
要
な
相
談
支
援
を
お
こ
な
い
ま

す
。
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活
困
窮
者
が
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活
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護
に
至
る
前

に
、
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立
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
会
議

　 

見
守
り
活
動
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の

く
ら
し
の
課
題
解
決
に
向
け
た
住
民
に
よ

る
話
し
合
い
の
場
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援
し
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す
。
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ク
ト

　
（
発
展
拡
充
）

　
　
町
内
に
お
け
る
幅
広
い
地
域
福
祉
活
動

助
成
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

●
当
事
者
団
体
・
福
祉
団
体
活
動
支
援
事
業

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
を
交
え
て
活
動
へ
の
支
援
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
お
互
い
が
協
働
す
る
活
動
づ
く

り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
地
域
福
祉
課
題
検
討
会
議

　
　
地
域
の
福
祉
活
動
か
ら
出
て
き
た
課
題

に
対
し
て
、
地
域
と
協
働
し
て
対
応
を
検

討
し
、
そ
の
課
題
を
社
協
活
動
や
事
業
に

反
映
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

●
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

　
　
町
地
域
福
祉
計
画
と
連
動
し
た
第
２
次

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

平成28年度 収支予算総額 ２億３,４３８万４千円

■
居
宅
介
護
支
援
事
業

■
訪
問
介
護
事
業
（
居
宅
介
護
事
業
）

■
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
（
愛
知
川
）

■
通
常
規
模
型
通
所
介
護
事
業
（
秦
荘
）

■
ふ
れ
あ
い
共
同
作
業
所

■
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

■
ラ
ポ
ー
ル
秦
荘
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
・

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
愛
の
郷
指
定
管
理
事
業

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
自
己
評
価
の
点
検
と
改
善

・
個
別
職
員
研
修
計
画
の
作
成

・
各
関
係
機
関
の
会
議
・
研
修
会
へ
の
参
加
と
連
携

・
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
・
資
格
取
得
研
修
の
受
講

・
地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
と
の
連
携

・
虐
待
に
対
す
る
早
期
発
見
と
通
報

・
新
総
合
事
業
実
施
に
向
け
た
準
備
活
動
　
等

・
就
労
支
援

・
生
活
支
援

・
保
護
者
と
の
協
働

・
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
各
関
係
機
関
の
会
議
、
研
修
会
へ
の
参
加
　
等

・
介
護
予
防
活
動
の
促
進
と
住
民
へ
の
啓
発

・
地
域
サ
ロ
ン
の
支
援

・
施
設
の
維
持
管
理
と
利
用
促
進

・
社
協
災
害
時
の
体
制
整
備
と
防
災
計
画
の
充
実

・
災
害
時
に
お
け
る
利
用
者
の
速
や
か
な
避
難
訓
練
と
消
防
・
防

　
災
訓
練
の
実
施

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
係
る
施
設
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
　
等

　　　　　 「みんなで進める　笑顔あふれる　福祉のまちづくり」

　　　　　 「くらしの課題を　ともに考え　ともに歩める場をつくります」

　本会の活動拠点である福祉センター愛の郷とラポール秦荘いきいきセンターの両施設を愛荘町公の施設における指定管理者
として適正な管理運営に努めます。また、社会福祉法人制度改正に伴い、経営組織のガバナンス強化、事業運営の透明性の向
上、財務規律の強化、地域における公益的な取り組みの責務、行政の関与の在り方など新制度への移行に向けて取り組みます。
　さらに、地域福祉活動を通じた地域づくりを図るため、平成29年度からの第2次地域福祉活動計画の策定に取り組みます。ま
た、複雑多様化する新たな生活課題や福祉課題などの相談支援、経済格差など貧困の連鎖による生活福祉資金の貸付、生活困
窮者自立支援や権利擁護支援事業のほか、新たに被保護者つなぎ資金貸付事業を実施するとともに、住民主体のボランティアセ
ンターの運営強化や活動の充実、子育て支援拠点事業など関係機関、地域や企業、学校などと連携して取り組みます。
　介護保険事業については、改正介護保険制度による新しい介護予防・日常生活支援総合事業への移行に向けて、取り組みを進
めます。また、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせるよう、生きがいデイサービス事業や生活支援事業など在宅福祉サー
ビス事業の展開について行政と協議をしながら実施することとしています。
　就労継続支援Ｂ型の「ふれあい共同作業所」については、利用者の就労の機会
や利用者が楽しく過ごせる日中活動の場として、地域で暮らし続けられることを目
指して民生委員児童委員や地域住民と連携した取り組みに努めます。また、本年4
月1日から障害者差別解消法が施行され、障がいの特性に応じた支援など共生の
社会を目指して取り組みます。

・社会福祉法の一部改正に伴う社会福祉法人制度改革の円滑な移行に向けて準
備をおこないます。
・住民主体の福祉活動をさらに推進していくために第2次愛荘町地域福祉活動計
画を策定します。
・改正介護保険法に対応した介護サービス事業を展開していくために準備活動を
おこないます。

■総　評
　平成28年度予算の概要は、収入においては、県、町等の委託事業による受託金を指定管理料に充当するほか、介護保険
報酬額の改定に伴い大幅な減額を見込むとともに、介護保険事業積立資産を一部取り崩すなど財源確保に努めました。
　支出においては、第２次地域福祉活動計画の策定をはじめ地域福祉活動事業、社会福祉法人制度改正への対応や介護
予防・日常生活支援総合事業への移行準備などの経費を計上するほか、経常経費の節減と今後の事業運営のため積み立
て資産の積立を見込みました。

◆理　念
◆目　標
◆基本方針

◆重点取組

◆
主
な
事
業
内
容

収 入 支 出
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換
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

（
発
展
拡
充
）

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
運
営
に
参
画
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
づ
く
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
や
活
動
の
場
づ
く
り

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
会
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
助
成
事
業

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
支
援
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
を
更
新
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　
　
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精

神
障
が
い
者
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
お
よ
び
日
常
生
活
に
不
安
な
方
が
、
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

積立資金取崩収入
10,258,000円

その他の収入
313,000円

受取利息配当金
52,000円 分担金支出

14,000円
障害福祉サービス等

事業収入
32,213,000円

就労支援事業収入
3,580,000円

受託金収入
93,953,000円

会費収入
4,600,000円

寄附金収入
200,000円
経常経費補助金収入
6,412,000円

人件費支出
154,432,000円

事務費支出
28,738,000円

事業費支出
27,452,000円

その他活動の支出
4,504,000円

積立資金支出
26,033,000円

助成金支出
5,337,000円

その他支出
183,000円

固定資産取得支出
1,102,000円

就労支援事業支出
3,888,000円

介護保険収入
80,498,000円

事業収入
2,305,000円

予備費支出
101,000円
当期資金収支差額
-17,400,000円

平成28年度 愛荘町社会福祉協議会の取り組み

●
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
　
低
所
得
世
帯
、
障
が
い
者
ま
た
は
高
齢

者
の
お
ら
れ
る
世
帯
に
対
し
、
資
金
の
貸

付
と
必
要
な
相
談
支
援
を
お
こ
な
い
ま

す
。

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
　
生
活
困
窮
者
が
生
活
保
護
に
至
る
前

に
、
自
立
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
会
議

　 

見
守
り
活
動
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の

く
ら
し
の
課
題
解
決
に
向
け
た
住
民
に
よ

る
話
し
合
い
の
場
を
支
援
し
ま
す
。

●
小
地
域
福
祉
活
動
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
発
展
拡
充
）

　
　
町
内
に
お
け
る
幅
広
い
地
域
福
祉
活
動

助
成
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

●
当
事
者
団
体
・
福
祉
団
体
活
動
支
援
事
業

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
を
交
え
て
活
動
へ
の
支
援
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
お
互
い
が
協
働
す
る
活
動
づ
く

り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

●
地
域
福
祉
課
題
検
討
会
議

　
　
地
域
の
福
祉
活
動
か
ら
出
て
き
た
課
題

に
対
し
て
、
地
域
と
協
働
し
て
対
応
を
検

討
し
、
そ
の
課
題
を
社
協
活
動
や
事
業
に

反
映
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

●
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

　
　
町
地
域
福
祉
計
画
と
連
動
し
た
第
２
次

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

平成28年度 収支予算総額 ２億３,４３８万４千円

■
居
宅
介
護
支
援
事
業

■
訪
問
介
護
事
業
（
居
宅
介
護
事
業
）

■
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
（
愛
知
川
）

■
通
常
規
模
型
通
所
介
護
事
業
（
秦
荘
）

■
ふ
れ
あ
い
共
同
作
業
所

■
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

■
ラ
ポ
ー
ル
秦
荘
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
・

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
愛
の
郷
指
定
管
理
事
業

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
自
己
評
価
の
点
検
と
改
善

・
個
別
職
員
研
修
計
画
の
作
成

・
各
関
係
機
関
の
会
議
・
研
修
会
へ
の
参
加
と
連
携

・
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
・
資
格
取
得
研
修
の
受
講

・
地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
と
の
連
携

・
虐
待
に
対
す
る
早
期
発
見
と
通
報

・
新
総
合
事
業
実
施
に
向
け
た
準
備
活
動
　
等

・
就
労
支
援

・
生
活
支
援

・
保
護
者
と
の
協
働

・
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
各
関
係
機
関
の
会
議
、
研
修
会
へ
の
参
加
　
等

・
介
護
予
防
活
動
の
促
進
と
住
民
へ
の
啓
発

・
地
域
サ
ロ
ン
の
支
援

・
施
設
の
維
持
管
理
と
利
用
促
進

・
社
協
災
害
時
の
体
制
整
備
と
防
災
計
画
の
充
実

・
災
害
時
に
お
け
る
利
用
者
の
速
や
か
な
避
難
訓
練
と
消
防
・
防

　
災
訓
練
の
実
施

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
係
る
施
設
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
　
等

　　　　　 「みんなで進める　笑顔あふれる　福祉のまちづくり」

　　　　　 「くらしの課題を　ともに考え　ともに歩める場をつくります」

　本会の活動拠点である福祉センター愛の郷とラポール秦荘いきいきセンターの両施設を愛荘町公の施設における指定管理者
として適正な管理運営に努めます。また、社会福祉法人制度改正に伴い、経営組織のガバナンス強化、事業運営の透明性の向
上、財務規律の強化、地域における公益的な取り組みの責務、行政の関与の在り方など新制度への移行に向けて取り組みます。
　さらに、地域福祉活動を通じた地域づくりを図るため、平成29年度からの第2次地域福祉活動計画の策定に取り組みます。ま
た、複雑多様化する新たな生活課題や福祉課題などの相談支援、経済格差など貧困の連鎖による生活福祉資金の貸付、生活困
窮者自立支援や権利擁護支援事業のほか、新たに被保護者つなぎ資金貸付事業を実施するとともに、住民主体のボランティアセ
ンターの運営強化や活動の充実、子育て支援拠点事業など関係機関、地域や企業、学校などと連携して取り組みます。
　介護保険事業については、改正介護保険制度による新しい介護予防・日常生活支援総合事業への移行に向けて、取り組みを進
めます。また、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせるよう、生きがいデイサービス事業や生活支援事業など在宅福祉サー
ビス事業の展開について行政と協議をしながら実施することとしています。
　就労継続支援Ｂ型の「ふれあい共同作業所」については、利用者の就労の機会
や利用者が楽しく過ごせる日中活動の場として、地域で暮らし続けられることを目
指して民生委員児童委員や地域住民と連携した取り組みに努めます。また、本年4
月1日から障害者差別解消法が施行され、障がいの特性に応じた支援など共生の
社会を目指して取り組みます。

・社会福祉法の一部改正に伴う社会福祉法人制度改革の円滑な移行に向けて準
備をおこないます。
・住民主体の福祉活動をさらに推進していくために第2次愛荘町地域福祉活動計
画を策定します。
・改正介護保険法に対応した介護サービス事業を展開していくために準備活動を
おこないます。

■総　評
　平成28年度予算の概要は、収入においては、県、町等の委託事業による受託金を指定管理料に充当するほか、介護保険
報酬額の改定に伴い大幅な減額を見込むとともに、介護保険事業積立資産を一部取り崩すなど財源確保に努めました。
　支出においては、第２次地域福祉活動計画の策定をはじめ地域福祉活動事業、社会福祉法人制度改正への対応や介護
予防・日常生活支援総合事業への移行準備などの経費を計上するほか、経常経費の節減と今後の事業運営のため積み立
て資産の積立を見込みました。

◆理　念
◆目　標
◆基本方針

◆重点取組

◆
主
な
事
業
内
容

収 入 支 出
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●社協あいしょう● ●社協あいしょう●●社協あいしょう●

愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報

●社協あいしょう●

愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報
愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報
愛荘町内６１３世帯に聴きました！愛荘町内６１３世帯に聴きました！愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報「愛荘町住民意識調査」の速報「愛荘町住民意識調査」の速報「愛荘町住民意識調査」の速報

　愛荘町社会福祉協議会では、「みんなで進める　笑顔あふれる　福祉のまちづくり」の理念のもと、住民の
みなさまとともに進めてきた「福祉のまちづくり」について、3年目の評価を行い、地域住民の声を、平成29年
度からスタートする第2次愛荘町地域福祉活動計画に反映させるため、アンケート調査を行いました。調査に
ご協力いただいた関係機関や団体をはじめ、区長総代様、住民のみなさまに心より感謝申しあげます。
度からスタートする第2次愛荘町地域福祉活動計画に反映させるため、アンケート調査を行いました。調査に度からスタートする第2次愛荘町地域福祉活動計画に反映させるため、アンケート調査を行いました。調査に
ご協力いただいた関係機関や団体をはじめ、区長総代様、住民のみなさまに心より感謝申しあげます。

調査の概要

2016.７ ４

愛荘町について（平成26年度末）　（　）は滋賀県のデータ

方　法 愛荘町社協職員および愛荘町職員、県内社協職員18名と
大谷大学の学生32名が対象世帯を訪問し、聞き取りにて調査を行いました。

対象世帯 ６１３世帯を訪問。うち、回答５１９世帯
　　　　　（拒否４９、長期不在など４５世帯）

期　間 平成27年8月24日から
　　　　　8月３１日までの8日間

質問内容 くらしの実態や地域の課題、
　　　　　地域福祉に関する２０項目

対象地域 愛荘町を人口密度や世帯数など人口動態により、５つの類型に区分し、
そのうちの17自治会を対象としました。

第Ⅰ類型 ： 旧来からの市街地（堺町・八幡町）　　　　　
第Ⅱ類型 ： 新旧混在地（安孫子・島川・沓掛・中宿・市）　
第Ⅲ類型 ： 旧来からの住宅（軽野・矢守・目加田・東円堂）　
第Ⅳ類型 ： ニュータウン（メイタウン島川・野々目・愛知川ニュータウン・長野新町）
第Ⅴ類型 ： 農村（松尾寺南・香之庄）　

　　　　　（拒否４９、長期不在など４５世帯）

人　口 ： 21,160人　世帯数 ： 7,468世帯　　
年少人口率（０歳～14歳）：17.4％（14.6％）・高齢化率（65歳以上）：21.０%（23.6％）

❶地域類型別に見た地域福祉の課題❶地域類型別に見た地域福祉の課題❶地域類型別に見た地域福祉の課題❶地域類型別に見た地域福祉の課題

●約半数の人が「住民相互の日常的な対話・交流を広げる」と答えられています。
●約3割の人が「高齢者や障がい者と子ども・若い人達との交流を広げる」と答えられています。
●第Ⅰ～Ⅳ類型で「自治会などで住民の身近なくらしや健康、安全・防犯などの問題に取り組む」・
「行政の施策を分かりやすく住民に知らせる」と答えた方が多くみられます。

健康状態はどうですか？
ご近所とのお付き合いは？

くらしの困りごと・
心配ごとはありますか??

★学生調査員の感想

同じ地域の方が同じような回答をされることも

あり、一つの質問で地域特性が見えるんだと

思いました。

「地域を良くするために訪問してくれてありがと

う」と言われ、中には拒否される家庭もありま

したが、頑張って訪問できました。

ポイント！

調査結果

愛荘町は、新興住宅地（ニュータウン）の増加に伴い、県内の中でも年少人口の増加や高齢化率の
低下が見られます。そのため、今回の調査では、特に、新旧混在の住宅地や新興住宅地、農村にお
いて、特徴的な結果が出ていることが分かります。
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子
や
者
い
が
障
に
域
地
な
近
身

も
で
つ
い
が
ど
な
者
齢
高
、
も
ど

る
す
備
整
を
設
施
る
き
で
用
利

他
の
そ

い
な
に
特

合　　計 100.0 48.9 27.7 17.3 13.9 10.0 15.2 6.4 19.7 9.1 11.0 15.4 14.6 12.7 7.9 15.6 7.9 23.3
519 254 144 90 72 52 79 33 102 47 57 80 76 66 41 81 41 121

Ⅰ．旧来からの市街地 100.0 55.0 35.0 42.5 20.0 20.0 22.5 12.5 30.0 12.5 25.0 17.5 17.5 17.5 17.5 22.5 7.5 15.0
40 22 14 17 8 8 9 5 12 5 10 7 7 7 7 9 3 6

Ⅱ．新旧混在の住宅地 100.0 49.4 25.9 18.2 14.1 9.4 14.7 7.1 20.0 11.2 10.6 15.9 13.5 10.6 5.9 15.3 8.2 22.4
170 84 44 31 24 16 25 12 34 19 18 27 23 18 10 26 14 38

Ⅲ．旧来からの住宅地 100.0 52.7 36.3 20.5 17.8 13.0 21.2 9.6 19.9 10.3 15.1 16.4 19.2 20.5 9.6 18.5 11.0 18.5
146 77 53 30 26 19 31 14 29 15 22 24 28 30 14 27 16 27

Ⅳ．新興住宅地 100.0 47.0 20.5 6.0 11.1 6.8 7.7 1.7 22.2 4.3 5.1 17.9 14.5 6.8 7.7 14.5 2.6 27.4
117 55 24 7 13 8 9 2 26 5 6 21 17 8 9 17 3 32

Ⅴ．農村 100.0 34.8 19.6 10.9 2.2 2.2 10.9 0.0 2.2 6.5 2.2 2.2 2.2 6.5 2.2 4.3 10.9 39.1
46 16 9 5 1 1 5 0 1 3 1 1 1 3 1 2 5 18

表の見方　各項目の値が総数の平均値より３％以上高い値に網掛けをすることで、地域特性を見ることができます。

地域住民に聞き取りする学生
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●社協あいしょう● ●社協あいしょう●●社協あいしょう●

愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報

●社協あいしょう●

愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報
愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報
愛荘町内６１３世帯に聴きました！愛荘町内６１３世帯に聴きました！愛荘町内６１３世帯に聴きました！
「愛荘町住民意識調査」の速報「愛荘町住民意識調査」の速報「愛荘町住民意識調査」の速報「愛荘町住民意識調査」の速報

　愛荘町社会福祉協議会では、「みんなで進める　笑顔あふれる　福祉のまちづくり」の理念のもと、住民の
みなさまとともに進めてきた「福祉のまちづくり」について、3年目の評価を行い、地域住民の声を、平成29年
度からスタートする第2次愛荘町地域福祉活動計画に反映させるため、アンケート調査を行いました。調査に
ご協力いただいた関係機関や団体をはじめ、区長総代様、住民のみなさまに心より感謝申しあげます。
度からスタートする第2次愛荘町地域福祉活動計画に反映させるため、アンケート調査を行いました。調査に度からスタートする第2次愛荘町地域福祉活動計画に反映させるため、アンケート調査を行いました。調査に
ご協力いただいた関係機関や団体をはじめ、区長総代様、住民のみなさまに心より感謝申しあげます。

調査の概要

2016.７ ４

愛荘町について（平成26年度末）　（　）は滋賀県のデータ

方　法 愛荘町社協職員および愛荘町職員、県内社協職員18名と
大谷大学の学生32名が対象世帯を訪問し、聞き取りにて調査を行いました。

対象世帯 ６１３世帯を訪問。うち、回答５１９世帯
　　　　　（拒否４９、長期不在など４５世帯）

期　間 平成27年8月24日から
　　　　　8月３１日までの8日間

質問内容 くらしの実態や地域の課題、
　　　　　地域福祉に関する２０項目

対象地域 愛荘町を人口密度や世帯数など人口動態により、５つの類型に区分し、
そのうちの17自治会を対象としました。

第Ⅰ類型 ： 旧来からの市街地（堺町・八幡町）　　　　　
第Ⅱ類型 ： 新旧混在地（安孫子・島川・沓掛・中宿・市）　
第Ⅲ類型 ： 旧来からの住宅（軽野・矢守・目加田・東円堂）　
第Ⅳ類型 ： ニュータウン（メイタウン島川・野々目・愛知川ニュータウン・長野新町）
第Ⅴ類型 ： 農村（松尾寺南・香之庄）　

　　　　　（拒否４９、長期不在など４５世帯）

人　口 ： 21,160人　世帯数 ： 7,468世帯　　
年少人口率（０歳～14歳）：17.4％（14.6％）・高齢化率（65歳以上）：21.０%（23.6％）

❶地域類型別に見た地域福祉の課題❶地域類型別に見た地域福祉の課題❶地域類型別に見た地域福祉の課題❶地域類型別に見た地域福祉の課題

●約半数の人が「住民相互の日常的な対話・交流を広げる」と答えられています。
●約3割の人が「高齢者や障がい者と子ども・若い人達との交流を広げる」と答えられています。
●第Ⅰ～Ⅳ類型で「自治会などで住民の身近なくらしや健康、安全・防犯などの問題に取り組む」・
「行政の施策を分かりやすく住民に知らせる」と答えた方が多くみられます。

健康状態はどうですか？
ご近所とのお付き合いは？

くらしの困りごと・
心配ごとはありますか??

★学生調査員の感想

同じ地域の方が同じような回答をされることも

あり、一つの質問で地域特性が見えるんだと

思いました。

「地域を良くするために訪問してくれてありがと

う」と言われ、中には拒否される家庭もありま

したが、頑張って訪問できました。

ポイント！

調査結果

愛荘町は、新興住宅地（ニュータウン）の増加に伴い、県内の中でも年少人口の増加や高齢化率の
低下が見られます。そのため、今回の調査では、特に、新旧混在の住宅地や新興住宅地、農村にお
いて、特徴的な結果が出ていることが分かります。
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合　　計 100.0 48.9 27.7 17.3 13.9 10.0 15.2 6.4 19.7 9.1 11.0 15.4 14.6 12.7 7.9 15.6 7.9 23.3
519 254 144 90 72 52 79 33 102 47 57 80 76 66 41 81 41 121

Ⅰ．旧来からの市街地 100.0 55.0 35.0 42.5 20.0 20.0 22.5 12.5 30.0 12.5 25.0 17.5 17.5 17.5 17.5 22.5 7.5 15.0
40 22 14 17 8 8 9 5 12 5 10 7 7 7 7 9 3 6

Ⅱ．新旧混在の住宅地 100.0 49.4 25.9 18.2 14.1 9.4 14.7 7.1 20.0 11.2 10.6 15.9 13.5 10.6 5.9 15.3 8.2 22.4
170 84 44 31 24 16 25 12 34 19 18 27 23 18 10 26 14 38

Ⅲ．旧来からの住宅地 100.0 52.7 36.3 20.5 17.8 13.0 21.2 9.6 19.9 10.3 15.1 16.4 19.2 20.5 9.6 18.5 11.0 18.5
146 77 53 30 26 19 31 14 29 15 22 24 28 30 14 27 16 27

Ⅳ．新興住宅地 100.0 47.0 20.5 6.0 11.1 6.8 7.7 1.7 22.2 4.3 5.1 17.9 14.5 6.8 7.7 14.5 2.6 27.4
117 55 24 7 13 8 9 2 26 5 6 21 17 8 9 17 3 32

Ⅴ．農村 100.0 34.8 19.6 10.9 2.2 2.2 10.9 0.0 2.2 6.5 2.2 2.2 2.2 6.5 2.2 4.3 10.9 39.1
46 16 9 5 1 1 5 0 1 3 1 1 1 3 1 2 5 18

表の見方　各項目の値が総数の平均値より３％以上高い値に網掛けをすることで、地域特性を見ることができます。

地域住民に聞き取りする学生
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●社協あいしょう● ●社協あいしょう●

交流やコミュニケーションに関すること日常生活の基盤に関すること 福祉医療サービスに関すること 地域での福祉やくらしの課題に関すること

●社協あいしょう●●社協あいしょう●

調査へのご協力、ありがとうございました！

交流やコミュニケーションに関すること日常生活の基盤に関すること

❷日頃地域のなかで何とかしないといけない    と感じていること（複数回答）❷❷日頃地域のなかで何とかしないといけない日頃地域のなかで何とかしないといけない    と感じていること（複数回答）    と感じていること（複数回答）    と感じていること（複数回答）❷日頃地域のなかで何とかしないといけない    と感じていること（複数回答）

●約3割の世帯が「高齢者のみの世帯のこと」と答えられています。
●約4人に1人が「空き家が増えてきたこと」、「住民同士のつながりが希薄化していること」と答
えられています。
●また、「災害が発生したときのこと」や「地域活動に若い人の参加が少ないこと」も多い回答に
なっています。

ポイント！

調査結果

調査へのご協力、ありがとうございました！
●住民同士のつながりが希薄化していることに問題意識が高く、住民同士の
日常的な対話や交流を広げることへの期待が高くなっています。
●新興住宅地では、日常の生活基盤や福祉医療サービスに関する問題意識が
高く、個別の生活課題の改善に向けた期待が高くなっています。

結果❶・❷から・・・

●新興住宅地では、日常の生活基盤や福祉医療サービスに関する問題意識が
高く、個別の生活課題の改善に向けた期待が高くなっています。

○これらの調査結果をもとに、平成29年度からの第2次地域福祉活動計画づ
くりを、住民のみなさまと一緒に進めていきます。
○調査結果を受けて、社協が住民のみなさまと考えていきたいこと
　Ｑ１．しあわせに暮らせる地域って？？
　Ｑ２．わたしたちができることは？？

○Ⅰ類型の地域では、生活の基盤に関する項目と住民同士の交流に関する項目、福祉やくらし
の課題に関する項目が相互に関連して高い割合となっています。
○Ⅱ類型とⅤ類型は、「特にない」が高い割合。ほとんどの項目が平均の値と同じか、それ以下
となっています。
○Ⅲ類型は、住民同士の交流と福祉やくらしの課題の項目が高い割合のものが多い。
○Ⅳ類型は、日常生活の基盤に関する項目で高いものが多い。

※詳細な調査結果については、調査協力いただきました自治会へ順次、見守りサポート会議等で
ご報告させていただく予定をしています。なお、ご不明な点などがありましたら、町社協事務局
へご連絡ください。
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合　　計 100.0 25.2 22.0 20.6 19.3 16.6 16.2 15.6 14.8 12.3 9.8 6.4 25.0 23.7 15.8 13.1 13.3 5.8 3.9 19.7 15.6 12.5 11.8 10.8 8.7 8.5 7.1 2.5 33.1 20.6 15.0 14.5 12.3 10.6 9.1 7.3 7.1 4.6 7.5 15.0 
519 131 114 107 100 86 84 81 77 64 51 33 130 123 82 68 69 30 20 102 81 65 61 56 45 44 37 13 172 107 78 75 64 55 47 38 37 24 39 78

Ⅰ．旧来からの市街地 100.0 40.0 25.0 32.5 22.5 25.0 25.0 17.5 27.5 10.0 12.5 12.5 37.5 37.5 20.0 25.0 15.0 5.0 5.0 20.0 17.5 17.5 10.0 7.5 12.5 12.5 7.5 0.0 40.0 25.0 22.5 15.0 7.5 15.0 22.5 17.5 10.0 7.5 7.5 10.0 
40 16 10 13 9 10 10 7 11 4 5 5 15 15 8 10 6 2 2 8 7 7 4 3 5 5 3 16 10 9 6 3 6 9 7 4 3 3 4

Ⅱ．新旧混在の住宅地 100.0 20.0 20.6 20.6 18.2 15.9 18.2 12.4 13.5 10.6 8.8 7.6 22.9 22.4 11.2 8.8 13.5 6.5 4.7 22.9 15.3 11.2 8.2 8.8 7.1 8.2 6.5 3.5 31.2 17.1 16.5 14.1 12.4 9.4 10.0 10.6 5.3 4.7 9.4 18.8 
170 34 35 35 31 27 31 21 23 18 15 13 39 38 19 15 23 11 8 39 26 19 14 15 12 14 11 6 53 29 28 24 21 16 17 18 9 8 16 32

Ⅲ．旧来からの住宅地 100.0 43.2 22.6 11.0 17.8 12.3 19.9 17.8 17.1 17.1 12.3 6.2 31.5 33.6 24.0 19.2 19.2 4.8 3.4 12.3 23.3 14.4 14.4 14.4 6.2 11.0 6.8 2.7 46.6 31.5 9.6 18.5 17.8 15.8 5.5 4.8 6.2 6.8 5.5 11.6 
146 63 33 16 26 18 29 26 25 25 18 9 46 49 35 28 28 7 5 18 34 21 21 21 9 16 10 4 68 46 14 27 26 23 8 7 9 10 8 17

Ⅳ．新興住宅地 100.0 6.8 25.6 35.0 28.2 24.8 9.4 19.7 10.3 12.0 10.3 4.3 22.2 6.8 16.2 10.3 5.1 8.5 4.3 29.1 11.1 13.7 17.1 13.7 14.5 6.8 11.1 1.7 17.9 11.1 22.2 13.7 10.3 6.8 11.1 5.1 12.8 2.6 5.1 13.7 
117 8 30 41 33 29 11 23 12 14 12 5 26 8 19 12 6 10 5 34 13 16 20 16 17 8 13 2 21 13 26 16 12 8 13 6 15 3 6 16

Ⅴ．農村 100.0 21.7 13.0 4.3 2.2 4.3 6.5 8.7 13.0 6.5 2.2 2.2 8.7 28.3 2.2 6.5 13.0 0.0 0.0 6.5 2.2 4.3 4.3 2.2 4.3 2.2 0.0 2.2 30.4 19.6 2.2 4.3 4.3 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 19.6 
46 10 6 2 1 2 3 4 6 3 1 1 4 13 1 3 6 0 0 3 1 2 2 1 2 1 0 1 14 9 1 2 2 2 0 0 0 0 6 9
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●社協あいしょう● ●社協あいしょう●

交流やコミュニケーションに関すること日常生活の基盤に関すること 福祉医療サービスに関すること 地域での福祉やくらしの課題に関すること

●社協あいしょう●●社協あいしょう●

調査へのご協力、ありがとうございました！

交流やコミュニケーションに関すること日常生活の基盤に関すること

❷日頃地域のなかで何とかしないといけない    と感じていること（複数回答）❷❷日頃地域のなかで何とかしないといけない日頃地域のなかで何とかしないといけない    と感じていること（複数回答）    と感じていること（複数回答）    と感じていること（複数回答）❷日頃地域のなかで何とかしないといけない    と感じていること（複数回答）

●約3割の世帯が「高齢者のみの世帯のこと」と答えられています。
●約4人に1人が「空き家が増えてきたこと」、「住民同士のつながりが希薄化していること」と答
えられています。
●また、「災害が発生したときのこと」や「地域活動に若い人の参加が少ないこと」も多い回答に
なっています。

ポイント！

調査結果

調査へのご協力、ありがとうございました！
●住民同士のつながりが希薄化していることに問題意識が高く、住民同士の
日常的な対話や交流を広げることへの期待が高くなっています。
●新興住宅地では、日常の生活基盤や福祉医療サービスに関する問題意識が
高く、個別の生活課題の改善に向けた期待が高くなっています。

結果❶・❷から・・・

●新興住宅地では、日常の生活基盤や福祉医療サービスに関する問題意識が
高く、個別の生活課題の改善に向けた期待が高くなっています。

○これらの調査結果をもとに、平成29年度からの第2次地域福祉活動計画づ
くりを、住民のみなさまと一緒に進めていきます。
○調査結果を受けて、社協が住民のみなさまと考えていきたいこと
　Ｑ１．しあわせに暮らせる地域って？？
　Ｑ２．わたしたちができることは？？

○Ⅰ類型の地域では、生活の基盤に関する項目と住民同士の交流に関する項目、福祉やくらし
の課題に関する項目が相互に関連して高い割合となっています。
○Ⅱ類型とⅤ類型は、「特にない」が高い割合。ほとんどの項目が平均の値と同じか、それ以下
となっています。
○Ⅲ類型は、住民同士の交流と福祉やくらしの課題の項目が高い割合のものが多い。
○Ⅳ類型は、日常生活の基盤に関する項目で高いものが多い。

※詳細な調査結果については、調査協力いただきました自治会へ順次、見守りサポート会議等で
ご報告させていただく予定をしています。なお、ご不明な点などがありましたら、町社協事務局
へご連絡ください。
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146 63 33 16 26 18 29 26 25 25 18 9 46 49 35 28 28 7 5 18 34 21 21 21 9 16 10 4 68 46 14 27 26 23 8 7 9 10 8 17

Ⅳ．新興住宅地 100.0 6.8 25.6 35.0 28.2 24.8 9.4 19.7 10.3 12.0 10.3 4.3 22.2 6.8 16.2 10.3 5.1 8.5 4.3 29.1 11.1 13.7 17.1 13.7 14.5 6.8 11.1 1.7 17.9 11.1 22.2 13.7 10.3 6.8 11.1 5.1 12.8 2.6 5.1 13.7 
117 8 30 41 33 29 11 23 12 14 12 5 26 8 19 12 6 10 5 34 13 16 20 16 17 8 13 2 21 13 26 16 12 8 13 6 15 3 6 16

Ⅴ．農村 100.0 21.7 13.0 4.3 2.2 4.3 6.5 8.7 13.0 6.5 2.2 2.2 8.7 28.3 2.2 6.5 13.0 0.0 0.0 6.5 2.2 4.3 4.3 2.2 4.3 2.2 0.0 2.2 30.4 19.6 2.2 4.3 4.3 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 19.6 
46 10 6 2 1 2 3 4 6 3 1 1 4 13 1 3 6 0 0 3 1 2 2 1 2 1 0 1 14 9 1 2 2 2 0 0 0 0 6 9
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※上表の各欄の上段は割合（%）、下段は総数です。
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わんぱくひろばにおいでよ♪わんぱくひろばにおいでよ♪わんぱくひろばにおいでよ♪
　この広場は未就学児の親子を対象に、指導員や地域のボ
ランティアさんを中心に身近な場所で「ほっ」とできる交
流の機会や安全な遊び場づくりなど、子育て支援をおこ
なっています。

　社協は、地域で生活をしていくうえでの相談窓口と
して、相談事業を行っています。

※心配ごと相談は、電話でのご相談もお聞きしています。
　　電話番号　愛の郷　　　　　４２－５８４３（直通）
　　　　　　　いきいきセンター３７－８０６３
◎行政相談所　毎月第２水曜日　愛の郷
◎人権相談所　毎月第４水曜日　愛の郷
◎無料法律相談　　７月１９日　愛の郷

愛の郷・いきいきセンターは、土曜日・祝日も開館して
います。町民のみなさまのご利用をお待ちしております。

　この相談所は、職員が町民みなさまの福祉に関する
相談の窓口として、随時、社協の各事務所で開設して
います。匿名での相談もかまいません。

　この相談所は、民生委員児童委員などの相談員さん
が町民みなさまの生活に関するあらゆる相談の窓口と
して開設しています。匿名での相談もかまいません。
　７～９月の開設日は次のとおりです。

ひとりで悩むより
一緒に考えませんか？
ひとりで悩むより
一緒に考えませんか？
ひとりで悩むより
一緒に考えませんか？

福　祉　相　談

内容

co
nt
en
ts 2〜3

4〜7

8

平成28年度 愛荘町社会福祉協議会の取り組み

愛荘町住民意識調査報告

おしらせ

 

お
しらせ

時間 9時～12時 13時～15時曜日

月

水

木

（随時）

心配ごと相談所

開催日時

わんぱくひろば

第１：わんぱくサロン
第 2：わんぱくカフェ
第 3：わんぱくサロン
　　　★お誕生日会
第 4：わんぱくカフェ

【場　所】福祉センター愛の郷
【対象者】就学前の子どもと保護者
【持ち物】水分補給のためのお茶をご持参ください。

①ランチを持ってきて食べることができます。
②わんぱくカフェ：ティータイムに参加される方は　　　
　　　　　　　　飲物代５０円をいただいています。

　★発達相談や育児相談もおこなっています。

　助産師さん…毎月第２木曜日
　　　　　　（赤ちゃんの体重計測できます）

　「ちょっと話を聞いてほしい」
　という方は、受付にてお気軽に
　指導員まで声をお掛けください♪

※上記お問い合わせは、愛の郷（愛知川事務所）までどうぞ。

月 日 時　間 場　所

7 月

8月

9月

　６日（水）
13日（水）
20日（水）
27日（水）
　3日（水）
10日（水）
24日（水）
　7日（水）
14日（水）
21日（水）
28日（水）

愛の郷
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター
愛の郷
いきいきセンター

13：30
～15：30

香之庄では年５回、誰でも気軽

に集まれる場づくりをされて

います。

女性は手芸、男性は料理などを

して過ごされ、お昼は男性が

作った料理をみんなで食べられています。

地域での 
　　　支え合い 

　　　　　　助け合い

　滋賀県レイカディア大学米原校では、右記の日程で
大学祭を開催します。在学中の37期生（2年生）と38
期生（3年生）の園芸学科・北近江文化学科・健康づく
り学科の熟年学生が大学で学んだ学習成果を発表し
ます。各学科趣向を凝らした来客者へのプレゼントや、
卒業生の地域活動についての展示・発表もあります。

●開催日時
　平成28年7月20日（水）13：00～15：00
　　　　　　　作品展示・実践＆体験コーナー
　　　　　　7月21日（木）10：00～15：00
　　　　　　　作品展示・実践＆体験コーナー
　　　　　　7月22日（金）10：00～15：00
　　　　　　　作品展示・ステージ発表
●開催場所
　滋賀県立文化産業交流会館
●お問い合わせ
　滋賀県レイカディア大学米原校事務局
　☎0749-52-5110

レイカディア大学米原校

大学祭の開催について

元持ボランティア「味菜」さんは、毎月２回、手作りのお弁当を地域の高齢者さ

んに配る活動をされています。地域の高齢者さんの「配食サービスがもっとあ

ればいいなぁ」という声から、外村民生委員さんの声掛けで始められました。

あじさい

※祝日はお休みです。また、暴風警報等が発令された場合もお
休みさせていただきます。
※お誕生日会に参加される方は、11：00までに受付を済まして
いただくようにお願いします。

熊本地震災害義援金募金のご協力について
　４月14日に発生した熊本地震は、熊本県・大分県に大きな被
害が生じており、被災された方々にお見舞いを申し上げます。
　熊本地震義援金募金を６月30日まで社協事務所で受け付け
ておりますのでご協力をお願いします。


